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【
う
ら
へ
続
く
】

　

列
島
各
地
で
記
録
的
大

雨
。「
九
州
北
部
や
中
国

地
方
、
四
国
、
関
西
な
ど

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
」

「
北
海
道
で
も
石
狩
川
な

ど
が
決
壊
し
た
」「
72
時

間
雨
量
が
１
１
０
０
㍉
に

達
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
」

「
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
政
権
が
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
閣

　

日
本
の
科
学
技
術
の
基

盤
的
な
「
力
」
が
低
下
し

て
い
る
と
す
る
科
学
技
術

白
書
を
、
政
府
が
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。

　

白
書
に
よ
る
と
、
日
本

の
科
学
論
文
発
表
数
は

03
〜
05
年
の
平
均
で
約

６
万
８
０
０
０
あ
り
、

世
界
で
２
番
目
が
、
13

〜
15
年
の
平
均
で
約

６
万
４
０
０
０
に
減
少

し
４
番
目
に
下
が
り
ま
し

た
。
主
要
国
は
い
ず
れ
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
論
文

の
引
用
回
数
も
、
４
番
目

し
た
。

　

人
口
百
万
人
当
た
り
の

博
士
号
取
得
者
は
、
08
年

の
１
３
１
人
か
ら
13
年
の

１
２
１
人
に
減
少
。
数
年

の
間
に
減
少
し
た
の
は
、

主
要
国
で
は
日
本
だ
け
で

す
。
博
士
課
程
へ
進
ま
な

い
理
由
と
し
て
白
書
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
（
将
来

の
ポ
ス
ト
ヘ
の
見
通
し
）

の
不
安
」
や
「
経
済
的
な

心
配
」
と
い
っ
た
意
見
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

白
書
は
主
要
国
の
政
府

の
科
学
技
術
関
係
予
算
を

比
較
し
て
い
ま
す
（
図
）。

00
年
度
と
比
較
し
て
日
本

の
18
年
度
予
算
は
約
１
・

15
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
中
国
、
韓
国
は
急

増
。
米
国
、
ド
イ
ツ
、
英

国
も
増
や
し
て
い
ま
す

　

安
倍
内
閣
発
足
か
ら

５
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
深
刻
化
し
、
研
究
者

か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
の
科
学
力
低
下

質
の
高
い
論
文
、
国
際
比
で
大
幅
減
少

か
ら
９
番
目
に
減
少
し
ま

議
決
定
（
３
日
）。「
相
変

わ
ら
ず
原
発
推
進
だ
」「
原

発
に
頼
ら
な
く
て
も
電
力

は
足
り
て
い
る
。
危
険
で

コ
ス
ト
が
高
い
原
発
は
不

要
だ
」「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
主
力
電
源
と
し

な
が
ら
目
標
は
低
い
ま
ま

だ
」

日
本
の
科
学
は
だ
め
に
な

る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

す
。　

　
「
集
中
と
選
択
」
の
名

の
も
と
に
「
役
に
立
つ

も
の
し
か
予
算
を
付
け
な

い
」
や
り
方
を
改
め
、
長

期
的
視
点
に
立
っ
た
研
究

を
保
証
す
る
こ
と
や
、
研

究
者
が
安
心
し
て
研
究
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
雇
用

の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
海
第
２
原
発
を
規

制
委
が
適
合
と
判
断
（
４

日
）。「
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
稼
働
40
年
の
老

朽
原
発
だ
」「
半
径
30
㌔

圏
内
に
96
万
人
が
生
活
し

て
い
る
。
避
難
計
画
の
見

通
し
が
全
く
立
っ
て
い
な

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

「潜伏キリシタン」が世界遺産に

　　国内 22件目

　 禁教期の独自の文化的伝統

　

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

委
員
会
は
30
日
、「
長
崎

と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
関
連
遺
産
」（
長

崎
、
熊
本
両
県
）
を
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
す
る

と
決
定
し
ま
し
た
。
国
内

の
世
界
文
化
遺
産
は
18
件

目
。
自
然
遺
産
を
合
わ
せ

22
件
目
に
な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
る
の
は
、
キ

リ
ス
ト
教
が
禁
じ
ら
れ
た

江
戸
〜
明
治
初
期
に
、
既

存
の
社
会
、
宗
教
と
共
生

し
な
が
ら
信
仰
を
守
り
続

け
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の

集
落
や
、
島
原
の
乱
の
舞

台
と
な
っ
た
原
城
跡
（
長

崎
県
南
島
原
市
）、
国
宝

の
大
浦
天
主
堂（
長
崎
市
）

な
ど
12
カ
所
で
す
。

　

事
前
審
査
し
た
ユ
ネ
ス

コ
の
諮
問
機
関
は
、「
禁

教
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ひ
そ
か
に
信
仰
を
継
続
し

た
独
自
の
文
化
的
伝
統
の

証
拠
だ
」
と
評
価
し
て
い

ま
し
た
。

い
」「
危
険
な
原
発
は
廃

炉
し
か
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

オ
ウ
ム
真
理
教
の
松
本

智
津
夫
（
麻
原
彰
晃
）
死

刑
囚
ら
７
人
の
死
刑
執
行

（
６
日
）。「
地
下
鉄
サ
リ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ン
事
件
、
松
本
サ
リ
ン
事

件
、
坂
本
弁
護
士
一
家
殺

害
事
件
な
ど
凶
悪
な
事
件

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
ベ
ル

ギ
ー
に
惜
敗（
３
日
）。「
後

半
、
２
点
先
制
し
た
の
に

逆
転
さ
れ
た
。
悔
し
か
っ

た
」「
１
次
リ
ー
グ
か
ら

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
よ
く
頑

張
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

落
語
家
の
桂
歌
丸
さ

ん
（
81
歳
）
が
亡
く
な
っ

た
。「
テ
レ
ビ
の
笑
点
の

初
代
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
」「
古
典
落
語
に
も

挑
戦
し
続
け
た
」「
テ
レ

ビ
で
自
身
の
戦
争
体
験
を

も
と
に
反
戦
へ
の
思
い
を

語
っ
て
い
た
」

日本共産党創立 96周年記念講演会
　　　　7月 11 日（水）午後 6：30 ～

　　　　なかの ZEROホール（中野駅南口）
●来賓挨拶：総がかり行動実行委員会共同代表 高田健さん

　　　　　　「市民連合」呼びかけ人　 中野晃一さん

●記念講演：日本共産党委員長　志位和夫

　　　　　　「いま日本共産党綱領がおもしろい
　　　　　　　　－激動の情勢のもとでの生命力」

み
水
の
確
保
が
奏
功
し
た

よ
う
だ
」「
救
出
は
困
難

の
よ
う
だ
」「
ダ
イ
バ
ー

が
酸
欠
で
死
亡
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

物
価
値
上
げ
つ
づ
く
。

「
７
月
１
日
か
ら
パ
ン
や

小
麦
粉
が
値
上
げ
だ
」「
今

年
の
春
以
降
、
瓶
ビ
ー
ル

や
納
豆
、
チ
ー
ズ
、
そ
れ

に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

な
ど
値
上
が
り
が
つ
づ
い

て
い
る
」「
春
闘
賃
上
げ

分
が
消
え
て
し
ま
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

タ
イ
の
洞
窟
で
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
た
13
人
が

無
事
発
見
（
２
日
）。「
９

日
間
、
よ
く
頑
張
っ
た
。

洞
窟
内
の
高
い
気
温
や
飲

観
光
に
逆
行
す
る
カ
ジ
ノ
解
禁

先
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り

観
光
客
の
伸
び
は
カ
ジ
ノ
な
し
の
日
本
が
圧
倒

　

カ
ジ
ノ
推
進
派
は
、
２

０
１
０
年
に
大
規
模
な
カ

ジ
ノ
施
設
を
開
設
し
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
海
外
か
ら

の
観
光
客
を
増
や
し
た
こ

と
を
「
手
本
」
に
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

カ
ジ
ノ
開
設
後
の
外
国
人

観
光
客
増
加
率
は
１
２
４

％
、
同
じ
時
期
に
日
本
は

３
８
６
％
で
、
カ
ジ
ノ
な

し
で
日
本
の
観
光
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
よ
り
も
発
展
し

て
い
ま
す
（
図
）。

　

カ
ジ
ノ
誘
致
に
手
を
上

げ
た
自
治
体
は
空
港
か
ら

高
速
船
で
外
国
人
観
光
客

を
直
接
カ
ジ
ノ
に
誘
導
す

る
「
囲
い
込
み
」
戦
略
を

計
画
。
観
光
客
は
カ
ジ
ノ

で
お
金
を
使
い
果
た
し
、

観
光
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

地
域
の
観
光
収
入
は
減
少

し
ま
す
。
ま
た
観
光
地
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
壊
さ

れ
ま
す
。

　

日
本
で
刑
法
が
禁
止
す

る
民
間
賭
博
の
解
禁
・
合

法
化
は
害
悪
ば
か
り
で

す
。

給付制奨学金の申請に
　　“資産は全部見せよ”

　　　教育現場から怒り

　

国
の
奨
学
金
制
度
を
担

う「
日
本
学
生
支
援
機
構
」

が
、
返
済
不
要
の
「
給
付

制
奨
学
金
」
の
申
請
者
に

資
産
の
申
告
を
求
め
て
い

ま
す
。
通
帳
の
コ
ピ
ー
、

金
・
銀
延
べ
棒
の
有
無
、

タ
ン
ス
預
金
、ロ
ー
ン
…
。

書
類
に
は
「
虚
偽
が
判
明

し
た
と
き
は
、
全
部
を
一

括
で
返
金
い
た
だ
く
」
と

あ
り
ま
す
。
書
類
は
学

校
を
へ
て
機
構
へ
提
出
し

ま
す
。「
そ
も
そ
も
金
の

延
べ
棒
の
あ
る
家
庭
が
申

請
す
る
か
」「
な
ぜ
、
こ

こ
ま
で
さ
ら
け
出
さ
な
い

と
い
け
な
い
の
か
。
み
せ

し
め
、
い
じ
め
で
す
よ
」。

世
論
に
押
さ
れ
や
っ
と
始

ま
っ
た
制
度
の
は
ず
が
、

教
育
現
場
の
怒
り
を
か
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
給
付
制
奨
学

金
の
対
象
は
全
国
の
生
徒

数
の
わ
ず
か
２
％
。
全
日

トランプ政権は

核兵器禁止条約支持せよ　

　　　全米市長会議が決議

　

全
米
の
約
１
４
０
０

都
市
の
市
長
が
参
加
す
る

全
米
市
長
会
議
は
こ
の
ほ

ど
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
対

し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

対
す
る
態
度
を
改
め
、
同

条
約
を
支
持
す
る
よ
う
促

す
決
議
を
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

　

決
議
は
、
昨
年
７
月
７

日
に
国
際
社
会
の
多
数
の

賛
同
を
経
て
国
連
で
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
指
摘
。「
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
包
括
的
な
交
渉

に
向
け
た
歓
迎
す
べ
き
一

歩
と
し
て
同
条
約
を
支
持

す
る
よ
う
」
要
求
す
る
と

と
も
に
、「
核
兵
器
の
先

制
使
用
の
選
択
肢
を
放
棄

し
、
核
戦
争
阻
止
の
国
際

的
な
努
力
を
主
導
す
る
よ

う
」
求
め
て
い
ま
す
。

を
起
こ
し
た
集
団
だ
」「
多

く
の
若
者
が
入
信
し
、
平

気
で
人
を
殺
す
集
団
に
な

っ
て
い
っ
た
」「
真
相
が

語
ら
れ
な
い
ま
ま
闇
に
閉

ざ
さ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

本
教
職
員
組
合
の
高
校
教

育
担
当
者
は
「
収
入
申
告

だ
け
で
十
分
。
そ
も
そ
も

枠
が
少
な
い
か
ら
こ
う
な

る
。
対
象
者
を
大
幅
に
広

げ
る
べ
き
で
す
」
と
強
調

し
ま
す
。


